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研究成果の概要（和文）：視覚障害者は移動支援ツールの導入が行き届かない生活道路での移動の際にしばしば
危険と困難を覚えている。これまで交通安全施設を活用した視覚障害者の移動支援手法の有用性が示されている
が、実道路への適用にあたっては、安全性確保の本来の目的が損なわれないよう慎重に検証する必要がある。
本研究では全盲者の無信号交差点の横断を支援するためのドットラインへの突起取り付けについて、模擬交差点
において車いす通過時に与えられる振動の影響を考察した。その結果、エスコートゾーンと同様の突起では車い
す利用者の安全性と快適性に問題が生じる懸念があり、ドットの配置や突起高についてさらなる検討が重要であ
ることが示された。

研究成果の概要（英文）：Many visually impaired persons walk alone with an uneasy and unsafe feeling 
on community roads, where facilities for guiding them are not introduced proactively. We have 
suggested several guiding methods using the road safe facilities. On the other hand, applications 
into actual roads need careful consideration for maintenance of the original purpose of traffic 
safety.
In this study, we focused on protrusions mounted onto dot-lines for safe crossing of totally blind 
persons at unsignalized crossings and evaluated the wheelchair vibrations based on the examination 
at the simulated crossing on the test road. The results showed the problems about safety and comfort
 of wheelchair users caused by the same protrusions as escort zones, and the importance of further 
studies about a layout of dots in a crossing and protrusion height.

研究分野：交通工学
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１．研究開始当初の背景 
視覚障害者が自宅外での移動の際に危険

を覚える代表的な場面として、交差点の横断
や駅プラットホーム上での移動等が挙げら
れる。これらのうち交差点横断については、
鉄道駅等の公共施設を中心としたエリアや、
バリアフリー基本構想の特定道路として指
定された道路等においては、視覚障害者誘導
用ブロック、エスコートゾーン（道路横断帯）、
音響式信号機といった視覚障害者の横断支
援に特化した施設が整備されており、障害当
事者より有用性も高く評価されている。これ
らの支援施設は、歩行者交通量の比較的多い
幹線道路の信号交差点に整備されることが
多く、幅員が狭く歩道のないような生活道路
では福祉施設や病院の周辺のような特定の
道路を除いてはあまり見受けられることは
なく、障害当事者は道路空間に存在するあら
ゆるものを手がかりとして、交差点の存在や、
横断開始位置、横断終了位置を認知しながら
横断タイミングを決定している現状にある。
そのため、単独歩行に十分に慣れていない障
害当事者にとってはこれらの横断に関する
情報を取得し意思決定することが極めて難
しく心理的な負荷の高い状態で歩行してい
る。しかしながら、全ての生活道路において
上述のような視覚障害者の歩行支援に特化
した施設を整備することは政策上現実的で
はなく、代替的手法の提案が望まれる。 
一方で、近年はこのような生活道路に特化

した交通安全施設の普及が進んでおり、ハン
プ、狭さく、ドットライン、交差点や路側帯
のカラー舗装といったデバイスについて、安
全性確保の観点から整備効果の評価が多く
なされている。ここで、これらの交通安全施
設のうちドットラインやカラー舗装は、アス
ファルト面との色彩や輝度のコントラスト
を作ることによって道路利用者に安全上の
注意喚起を行うことを目的とするものであ
るが、それと同時に全盲者にとっては舗装面
の触覚の違いを、残存視力を有するロービジ
ョン者にとっては視覚的なコントラストを
認知することで、歩行時の意思決定が支援さ
れる可能性が期待できる。このような交通安
全確保のために整備される施設に、副次的な
効果として視覚障害者の歩行支援機能も付
することが可能となれば、その手法はストッ
クの有効活用の点において高く評価できる。 

以上の動機を踏まえ、研究代表者は先行研
究において、生活道路の無信号交差点におけ
る横断を取り上げ、ドットラインあるいはカ
ラー舗装が整備されている実道路において、
全盲者とロービジョン者を対象とした歩行
実験を実施し、交通安全施設による横断支援
の可能性について検討した。このうち、ドッ
トラインについては、ロービジョン者からは
ドットとアスファルト面との輝度コントラ
ストが横断開始のタイミングや方向定位に
おいて非常に有用であることが示され、ドッ
トの舗装状況について情報が与えられると

心理的負荷が大きく低減することが判明し
た。しかし全盲者においては、ドットの舗装
によって生じる若干のエッジや路面のざら
つきの違いが白杖や足裏による触覚的な手
がかりとなる場合が少なからず見受けられ
たが、現状のままでは横断の支援とはなりに
くいことが課題として挙げられた。そこで障
害当事者へのヒアリングにおける指摘に基
づいて移動支援性を高めるための仕様を抽
出し、屋外道路において模擬交差点を整備し
て評価実験を実施したところ、ドットの表面
に小突起を取り付けた場合に全盲者の横断
時の負荷も軽減されることが示された。 

ただし、交通安全確保の本来の施設の目的
を損なうことなく支援可能な手法を提案す
るためには、突起の取り付けによって影響を
受けるであろう他の道路利用者の視点から
留意すべき事項（振動、騒音、すべり等）に
ついて十分に検証し、懸念に対応した仕様が
導出されなければならない。 

 
２．研究の目的 
生活道路における交通安全施設を活用し

た視覚障害者の交差点横断支援手法の実道
路への適用に向けて、全盲者の横断誘導のた
めのドットラインへの突起取り付けを例と
して取り上げ、施設の交通安全効果と移動支
援効果の両立を目指した仕様条件を検討す
ることとした。本研究では、生活道路を車い
す利用者が自力あるいは介助で移動する状
況を想定し、ドットラインに取り付けた突起
上を通過する際に発生する振動について、加
速度の特性分析による客観的評価と、実験参
加者による主観評価の両側面から影響を検
討した。 

 
３．研究の方法 
大学構内の試験道路空間において、図-1 に

示すような外側線とドットラインを施工し、
模擬交差点を設営した。生活道路を想定する
ため、両側の路側帯（幅員 0.8m）を含んだ道
路幅員は 5.5m とした。ドットラインの長方
形ドット 1 つの大きさは 300mm×500mm で
交差点流入部の外側線延長上に 500mm の間
隔で長辺が横断方向と平行となるように 5 つ 

 

図-1 模擬交差点の概略図 
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配置した。ドットに取り付ける突起は図-2 の
2 種類とした。突起 A は横断歩道上のエスコ
ートゾーンと同様で突起高は 5.0mm である。
突起Bは突起Aの半分の高さの突起高2.5mm
としたものである。ドットラインは 2 本あり
（図-1 の上と下）、一方には突起 A のみ、他
方には突起 B のみを取り付けた。突起はドッ
トの短辺と平行に連続的に並べ、ドット 1 つ
あたり 4 列とした。各列は等間隔となるよう
配置した。 

実験参加者はドットライン上を車いすで
自力あるいは介助により通過した。実験の実
施状況の写真を図-3 に示す。アプローチ方向
はドットラインに対して「平行」、「垂直」、「右
斜め 45°」、「左斜め 45°」の 4 方向とし、それ
ぞれ往復したため突起 1 種類あたりの試行回
数は 8 回で試行順序はランダムである。交差
点の 5m 程度手前から進行を始め、ドットラ
イン通過時は車輪がドットの突起上を通過
するように指示した（十分な練習もあり）。
また介助ありの場合は速度を一定にするた
めに介助者はメトロノームを使用し、「高速
（ 92BPM）」、「中速（ 72BPM）」、「低速
（56BPM）」の 3 段階の速度を設定した。 
車いすの振動は、3 軸振動計 VM-54 と座席

用振動ピックアップ PV-62（リオン社）を用
いて、座面において計測した。試行後には車
いす利用者と介助者それぞれに SD 法により
10組の形容詞対について主観評価を7段階で
求めた。 

 

 
図-2 ドットに取り付けた突起 

 

 
図-3 模擬交差点における実験状況 

 
 
４．研究成果 

振動測定結果の一例として、突起 A、B そ
れぞれにおいて、平行に進行した場合に 1 秒
ごとの加速度 RMS が最も大きい値を示した
試行の結果を介助有無、速度別に図-4、図-5
に示す。全体的に突起 B よりも突起 A の方が
突起通過時の加速度 RMS が大きくなってお
り、突起高の違いによる影響が現れている。
特に突起 A の「介助あり高速」、「自力」にお

いては、14 秒あたりからの約 4 秒間、JIS の
振動評価において「極度に不快」の基準とさ
れる 2.0[m/s2]を超えていることが分かる。一
方、突起Bではいずれの条件でも最大値が 1.0
～1.3[m/s2]程度で、JIS による評価での「やや
不快」、「不快」レベルに抑えられている。 
車いす利用者の主観評価では、各形容詞対

において突起高別、進行方向別に平均得点を
求めたところ、突起 A の平行において「不快
な」、「激しい」、「不安な」といった否定的、
消極的な評価がされやすいことが示された。
突起 A 平行以外の条件では概ね中間的な評
価となっており、特に突起 B に対して振動値
から示された程の低評価とはならなかった。
ただし、得点分布において低評価側の層も存
在するため慎重な検討が必要である。 

エスコートゾーンの場合は、横断歩道の幅
員の一部に突起が敷設されているため、突起
を活用する視覚障害者と、車いす利用者の通
行位置の棲み分けによって共存が可能であ
る。しかしながら、同様の突起をドットライ
ンへ取り付ける場合は、路側帯を通行する車
いす利用者がドットライン付近を横断する
際に、本研究で設定したドット配置では突起
上を片輪が通行せざるを得ない、あるいは回
避しなければならない状況であるため横断
時の安全性、快適性が損なわれる懸念がある。
したがって突起高を低くするか、ドットの配
置をずらす、またはドット上の突起取り付け
幅を限定するといった対応が求められる。 
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図-4 突起 A（平行）による鉛直方向振動の
RMS 値 

 

0

0.5

1

1.5

2

2.5

1 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23 25 27 29 31 33 35 37 39 41 43 45 47 49 51 53 55 57 59

振
動
加
速

度
R

M
S[

m
/s

2 ]

時間[sec]

介助速め 介助普通

介助遅め 自力

 

図-5 突起 B（平行）による鉛直方向振動の
RMS 値 
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